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国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
品
に
み
る
生
巧
館
の
活
動
と
木
口
木
版
の
受
容 

 

石 

井 

香 

絵 

  

要 

旨 

 

明
治
二
一
年
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
か
ら
帰
国
し
た
合
田
清
は
、
洋
画
家
山
本
芳
翠
と
と
も
に
生
巧
館
を
設
立
し
、
日
本
に
本
格
的
な
木
口
木
版
の

技
術
を
も
た
ら
し
た
。
初
期
の
新
聞
附
録
か
ら
雑
誌
の
表
紙
、
挿
絵
、
口
絵
、
教
科
書
の
口
絵
、
挿
絵
、
広
告
、
商
標
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
の
多

く
の
複
製
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
し
、
生
巧
館
は
出
版
文
化
の
隆
盛
と
と
も
に
そ
の
活
動
が
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
全
貌
に
つ

い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
研
究
も
充
分
に
は
進
め
ら
れ
て
い
な
い
。 

 

国
文
学
研
究
資
料
館
に
は
生
巧
館
が
残
し
た
木
口
木
版
に
よ
る
膨
大
な
数
の
清
刷
り
（
印
刷
に
か
け
る
前
の
試
し
刷
り
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
特
定
研
究
「
生
巧
館
制
作
に
よ
る
木
口
木
版
の
研
究
―
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
品
を
中
心
に
」
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
、

生
巧
館
設
立
前
後
の
時
代
を
見
直
し
つ
つ
当
館
所
蔵
品
の
美
術
お
よ
び
歴
史
的
価
値
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
初
期
新
聞
附
録
の
時
代
、
続
く
雑
誌
・

教
科
書
の
時
代
、
後
年
の
時
代
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
状
況
と
所
蔵
品
が
ど
の
よ
う
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
か
検
討
し
、
併
せ
て
所
蔵
品
を
手
が
か
り
に

生
巧
館
の
活
動
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
試
み
る
。 
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は
じ
め
に 

  

本
稿
は
国
文
学
研
究
資
料
館
特
定
研
究
「
生
巧
館
制
作
に
よ
る
木
口
木
版
の
研
究
―
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
品
を
中
心
に
」
（
研
究
代

表
者 

石
井
香
絵
、
研
究
分
担
者 

岩
切
信
一
郎
、
向
後
恵
里
子
、
谷
川
ゆ
き
、
中
村
茉
貴
、
増
野
恵
子
、
森
登
）
の
現
在
ま
で
の
研
究
成

果
を
ふ
ま
え
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
所
蔵
す
る
生
巧
館
資
料
が
、
本
邦
に
お
け
る
木
口
木
版
受
容
の
歴
史
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
関
係

付
け
ら
れ
る
か
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

同
館
が
所
蔵
す
る
の
は
生
巧
館
が
明
治
二
〇
年
代
か
ら
大
正
に
か
け
て
制
作
し
た
木
口
木
版
約
六
五
〇
〇
点
の
清
刷
り
で
あ
る
。
木
口

木
版
と
は
通
常
の
木
版
が
桜
や
桂
な
ど
の
木
材
を
縦
に
切
っ
た
板
目
面
を
版
に
用
い
る
の
に
対
し
て
、
黄
楊
や
椿
な
ど
の
木
目
の
つ
ま
っ

た
堅
い
木
を
輪
切
り
に
し
た
木
口
面
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
。
直
彫
銅
版
（
エ
ン
グ
レ
ー
ビ
ン
グ
）
で
使
用
さ
れ
る
ビ
ュ
ラ
ン
と
い
う
道

具
を
彫
刻
に
使
う
こ
と
で
細
密
な
表
現
を
可
能
と
す
る
。
「
西
洋
木
版
」
「
写
真
木
版
」
と
も
称
さ
れ
た
。
清
刷
り
と
は
出
版
物
に
掲
載
さ

れ
る
前
の
試
し
摺
り
の
こ
と
で
あ
る
。
薄
葉
紙
に
数
枚
版
木
か
ら
直
接
摺
り
出
す
た
め
、
美
麗
な
状
態
が
保
た
れ
て
い
る
が
、
仕
上
が
り

の
確
認
や
割
付
に
使
用
さ
れ
た
後
は
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
と
ま
っ
て
何
千
点
も
、
と
り
わ
け
明
治
期
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る

の
は
非
常
に
稀
な
例
と
い
え
よ
う
。

 

（
1
）

特
定
研
究
で
は
こ
れ
ら
紙
片
に
摺
ら
れ
た
一
点
一
点
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め
、
図
版
が
出
版
物

あ
る
い
は
商
品
と
し
て
い
つ
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
か
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
て
い
く
と
と
も
に
、
生
巧
館
の
活
動
お
よ
び
近
代
日

本
に
お
け
る
木
口
木
版
史
全
体
の
考
察
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
ず
は
日
本
に
フ
ラ
ン
ス
式
の
本
格
的
な
木
口
木
版
の
技

術
を
も
た
ら
し
た
合
田
清
と
生
巧
館
設
立
前
後
の
活
動
歴
を
た
ど
っ
た
の
ち
に
、
当
館
所
蔵
品
の
成
立
事
情
や
掲
載
媒
体
な
ど
個
々
の
事

例
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
当
館
所
蔵
の
生
巧
館
作
品
を
掲
載
す
る
際
は
図
版
頁
に
併
せ
て
作
品
番
号
を
記
し
た
。 
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生
巧
館
設
立
か
ら
初
期
の
活
動 

  

生
巧
館
（
当
時
の
表
記
は
生
巧
舘
）
は
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
三
月
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
た
合
田
清
（
文
久
二
〈
一

八
六
二
〉
〜
昭
和
一
三
年
〈
一
九
三
八
〉
）
と
山
本
芳
翠
（
嘉
永
三
〈
一
八
五
〇
〉
〜
明
治
三
九
年
〈
一
九
〇
六
〉
）
に
よ
っ
て
芝
区
桜
田

本
郷
町
一
四
番
地
に
設
立
さ
れ
た
。

 

（
2
）

一
階
が
合
田
の
木
口
木
版
工
房
、
二
階
が
山
本
の
洋
画
塾
で
あ
っ
た
。
合
田
は
明
治
一
三
年
（
一
八

八
〇
）
一
八
歳
の
時
、
実
兄
田
島
応
真
の
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
勤
務
を
機
に
渡
仏
し
、
下
宿
先
で
当
時
ジ
ャ
ン
・
レ
オ
ン
・
ジ
ェ
ロ
ー
ム
の

ア
ト
リ
エ
で
絵
画
修
業
中
で
あ
っ
た
山
本
芳
翠
と
知
り
合
っ
て
い
る
。
農
学
を
学
ぶ
予
定
で
あ
っ
た
合
田
は
、
山
本
に
ま
だ
日
本
に
な
い

も
の
を
や
っ
て
み
て
は
ど
う
か
と
勧
め
ら
れ
、
木
口
木
版
習
得
の
道
に
志
望
を
変
え
る
こ
と
と
な
る
。
一
八
世
紀
末
イ
ギ
リ
ス
の
ト
マ
ス
・

ビ
ュ
ー
イ
ッ
ク
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
こ
の
技
術
は
、
銅
版
が
凹
版
で
あ
る
の
に
対
し
て
凸
版
で
あ
る
た
め
活
字
と
同
じ
版
に
組
み
込
ん

で
刷
り
出
せ
る
利
点
が
あ
り
、
合
田
の
滞
仏
期
に
は
新
聞
雑
誌
や
単
行
本
の
挿
絵
に
用
い
ら
れ
る
な
ど
欧
米
で
広
く
普
及
し
て
い
た
。
合

田
は
翌
年
シ
ャ
ル
ル
・
バ
ル
バ
ン
に
師
事
し
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
ま
で
木
口
木
版
の
技
術
を
学
び
、
以
後
も
帰
国
ま
で
研
究
を
続

け
た
。
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
と
一
九
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
美
術
家
協
会
サ
ロ
ン
に
入
選
し
て
お
り
、
一
九
年
入
選
の
エ
ミ
ー
ル
・
ア

ダ
ン
《
一
日
の
終
わ
り
》
の
木
口
に
よ
る
複
製
画
は
電
胎
版
と
し
て
持
ち
帰
ら
れ
、
生
巧
館
の
広
告
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

 

（
3
）

 

 

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
七
月
に
帰
国
し
た
合
田
と
山
本
は
、
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
の
前
身
で
あ
る
秀
英
舎
の
創
立
者
佐
久
間
貞

一
の
援
助
を
受
け
、
生
巧
館
設
立
に
着
手
し
た
。
当
初
木
版
部
は
道
具
の
用
立
て
に
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
合
田
の
回
想
に
よ
れ
ば
彫

刻
刀
や
版
木
は
多
少
持
ち
帰
っ
て
い
た
も
の
の
弟
子
の
分
ま
で
は
足
り
ず
、
何
人
も
の
刀
鍛
冶
に
依
頼
し
製
造
を
試
み
て
い
る
。

 

（
4
）

ま
た
当

時
日
本
に
は
大
き
な
黄
楊
が
無
か
っ
た
の
で
寄
木
の
よ
う
に
版
木
を
何
枚
も
組
み
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
版
木
屋
か
ら
穴
あ
け
職
人
、
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鍛
冶
屋
で
ボ
ル
ト
と
ナ
ッ
ト
の
製
造
依
頼
と
一
枚
の
版
木
を
準
備
す
る
た
め
に
三
箇
所
の
手
を
経
由
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら

に
合
田
は
西
欧
で
実
用
化
さ
れ
て
い
た
裏
焼
き
し
た
写
真
膜
を
版
木
に
貼
り
付
け
て
直
接
彫
刻
す
る
技
術
を
写
真
師
成
田
常
吉
の
協
力
の

も
と
に
成
功
さ
せ
、
佐
久
間
の
尽
力
で
秀
英
舎
に
て
印
刷
技
術
の
研
究
を
行
い
、
版
木
を
電
気
銅
版
（
電
胎
版
）
に
お
こ
し
て
大
量
印
刷

の
可
能
な
版
を
作
成
す
る
な
ど
新
し
い
印
刷
技
術
を
導
入
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
合
田
は
木
口
木
版
の
本
格
的
な
技
術
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
の
だ
が
、
合
田
の
帰
国
以
前
に
お
い
て
も
独
学
で
木
口
木
版

を
手
が
け
る
彫
師
た
ち
は
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
島
崎
天
民
を
中
心
と
す
る
大
成
社
と
い
う
一
派
は
『
絵
入
朝
野
新
聞
』
や
外
国
語

の
教
科
書
挿
絵
、
『
慨
世
史
談 

断
逢
奇
縁
』（
全
四
冊
、
小
宮
山
天
香
訳
、
鳳
文
館
、
一
八
八
七
年
）
挿
絵
等
に
活
動
が
知
ら
れ
る
。

 

（
5
）

生

巧
館
木
版
部
初
期
の
入
門
者
は
こ
の
大
成
社
の
彫
師
が
多
く
を
占
め
て
い
た
。
彼
ら
の
活
動
は
生
巧
館
入
門
前
後
と
も
に
詳
細
は
明
ら
か

で
な
い
が
、
設
立
当
初
か
ら
注
文
を
受
け
て
い
た
木
版
部
に
と
っ
て
、
大
成
社
の
彫
師
た
ち
の
存
在
は
合
田
か
ら
本
格
的
な
技
術
を
教
わ

る
立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
受
注
仕
事
の
助
け
に
も
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

生
巧
館
最
初
期
の
仕
事
は
文
部
省
編
輯
局
が
発
行
す
る
『
高
等
小
学
読
本
』
挿
絵
お
よ
び
『
毎
日
新
聞
』
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
絵
附
録

で
あ
っ
た
。
明
治
二
一
年
三
月
一
七
日
の
『
毎
日
新
聞
』
五
一
七
二
号
附
録
記
事
「
ド
イ
ツ
皇
帝
ウ
ヰ
リ
ア
ム
一
世
の
小
傳
」
に
付
さ
れ

た
《
独
逸
皇
帝
之
肖
像
》
は
生
巧
館
設
立
後
の
合
田
の
最
も
早
い
作
例
で
あ
る
。

 

（
6
）

ま
た
開
業
早
々
に
文
部
省
の
仕
事
を
担
う
と
い
う
厚
遇

は
佐
久
間
貞
一
の
伝
手
に
よ
り
得
ら
れ
た
も
の
で
、

 

（
7
）

明
治
二
一
年
五
月
二
五
日
出
版
『
高
等
小
学
読
本
』
巻
之
一
か
ら
明
治
二
二
年
一
〇

月
二
八
日
出
版
の
巻
之
七
ま
で
木
口
木
版
に
よ
る
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
た
。
朝
日
新
聞
と
生
巧
館
と
の
つ
な
が
り
も
合
田
の
帰
国
間
も
な
く

始
ま
っ
て
い
る
。
朝
日
新
聞
社
社
長
の
村
山
龍
平
は
、
め
ざ
ま
し
新
聞
を
買
収
し
東
京
進
出
を
果
た
す
前
年
の
明
治
二
〇
年
に
大
阪
で
合

田
と
面
会
し
、
同
社
へ
の
入
社
を
勧
め
て
い
る
。
生
巧
館
創
業
の
予
定
が
あ
り
、
ま
た
「
一
つ
の
新
聞
社
に
縛
ら
れ
る
の
は
つ
ら
か
っ
た

し
、
ま
た
若
く
も
あ
っ
た
の
で
、
東
京
へ
出
て
一
旗
あ
げ
た
い
希
望
」
が
あ
っ
た
と
い
う
合
田
は
こ
れ
を
断
る
が
、
い
ず
れ
東
京
で
協
力
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す
る
旨
を
こ
の
時
す
で
に
約
束
し
て
い
た
。

（
8
）

生
巧
館
に
よ
る
木
口
木
版
が

最
初
に
朝
日
新
聞
に
登
場
す
る
の
は
明
治
二
一
年
七
月
一
〇
日
に
創
刊
さ

れ
た
『
東
京
朝
日
新
聞
』（
『
め
ざ
ま
し
新
聞
』
継
続
号
（
数
一
〇
七
六
号
）
）

附
録
の
《
貴
顕
之
肖
像
》
（
明
治
天
皇
像
）
（
図
１
）
で
あ
る
。
一
面
の
社

告
に
は
次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。 

  

「
曩
に
仏
国
に
於
て
八
年
間
の
留
学
を
な
し
専
ら
此
技
術
を
研
究
し
て 

 

帰
朝
し
爾
来
洋
風
彫
刻
術
の
門
を
府
下
に
張
り
精
妙
巧
手
を
以
て
知
ら 

 

れ
た
る
生
巧
館
合
田
清
氏
の
彫
刻
に
係
る
貴
顕
肖
像
の
図
の
附
録
相
添 

 

へ
申
候
本
図
ハ
刻
者
合
田
氏
と
同
じ
く
多
年
仏
国
に
在
て
欧
風
画
を
攻 

 

究
せ
ら
れ
し
同
館
山
本
芳
翠
氏
の
助
修
に
成
り
且
つ
府
下
各
印
刷
会
社 

 

中
最
も
信
切
に
し
て
精
錬
の
聞
へ
あ
る
秀
英
舎
市
ヶ
谷
工
場
に
於
て 

 

一
々
刻
者
の
臨
視
を
得
て
印
刷
せ
し
め
た
る
者
な
れ
バ
本
社
ハ
諸
氏
の 

 
苦
心
の
為
に
一
入
の
御
愛
看
を
希
望
せ
ざ
る
を
得
ず
」

 

（
9
）

 

  

天
皇
肖
像
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
木
口
木
版
自
体
が
創
刊
号
の
目

玉
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
一
ヶ
月
後
の
八
月

一
日
に
は
同
じ
く
山
本
、
合
田
に
よ
る
《
磐
梯
山
噴
火
真
図
》（
図
２
）
が

 

図 2《磐梯山噴火真図》郡山市立美術館蔵 図 1《貴顕之肖像》杜若文庫蔵 
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附
録
と
し
て
発
行
さ
れ
た
。
七
月
一
五
日
福
島
県
会
津
地
方
磐
梯
山
で
起
き
た
大
噴
火
に
際
し
、
朝
日
新
聞
か
ら
委
託
を
受
け
た
山
本
は

現
地
に
赴
き
下
図
を
完
成
さ
せ
、
合
田
は
こ
れ
を
二
日
一
晩
か
け
て
彫
刻
し
原
版
を
制
作
し
た
と
い
う
。

 

（
10
）

ま
た
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）

元
旦
に
は
円
山
応
挙
の
虎
図
が
干
支
に
ち
な
ん
で
木
口
木
版
に
よ
る
附
録
と
し
て
付
け
ら
れ
、
以
後
毎
年
継
続
し
て
十
二
支
の
附
録
が
発

行
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
大
変
な
反
響
を
呼
び
、
生
巧
館
の
名
は
設
立
間
も
な
い
時
期
よ
り
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 
所
蔵
品
：
新
聞
附
録 

  

さ
て
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
品
と
の
関
連
で
あ
る
が
、
初
期
の
新
聞
附
録
に
関
係
す
る
所
蔵
は
僅
か
で
あ
る
。
華
々
し
い
活
動
も
つ

か
の
間
、
再
現
性
と
迫
真
性
に
優
れ
た
画
像
を
活
版
と
同
じ
方
法
で
大
量
生
産
で
き
る
木
口
木
版
へ
の
需
要
は
、
新
聞
と
い
う
媒
体
に
お

い
て
は
数
年
で
安
価
な
写
真
銅
版
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
木
口
木
版
が
報
道
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
期
間
は
日
清
戦
争

前
後
ま
で
の
短
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
教
科
書
挿
絵
の
仕
事
は
以
後
も
長
く
続
い
て
お
り
所
蔵
品

に
も
多
数
の
作
例
が
確
認
で
き
る
が
、
『
高
等
小
学
読
本
』の
挿
絵
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い

な
い
。

 

（
11
）

 

 

所
蔵
品
の
う
ち
最
も
早
い
時
期
の
制
作
と
思
わ
れ
る
の
が
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
一
月
三
日

発
行
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
二
二
一
号
附
録
に
掲
載
さ
れ
た
《
帝
国
議
会
仮
議
員
全
図
》
の
う
ち

の
《
議
員
椅
子
》
（
図
３
）
で
あ
る
。
同
図
に
つ
い
て
、
明
治
二
一
年
一
二
月
二
九
日
の
『
東
京
朝
日

新
聞
』
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。 

 

 

 

 

 

 

図 3《議員椅子》A-04 
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「
来
新
年
の
初
刊
即
ち
一
月
三
日
刊
行
の
本
紙
に
ハ
曾
て
屢
々
本
紙
附
録
に 

 

て
諸
君
の
御
高
評
を
蒙
り
た
る
彼
の
生
巧
館
主
山
本
芳
翠
合
田
清
等
の
手
に 

 

成
り
し
極
め
て
精
妙
巧
緻
な
る
帝
国
議
会
仮
議
堂
全
図
を
附
録
と
し
て
刊
行 

 

し
尚
他
に
全
紙
大
の
附
録
を
も
相
揃
候
」

 

（
12
）

 

  

創
刊
号
の
附
録
、
続
い
て
磐
梯
山
噴
火
の
図
で
高
評
を
得
た
生
巧
館
の
仕
事

を
新
年
に
再
度
掲
載
す
る
旨
が
告
知
さ
れ
て
い
る
。
題
材
は
明
治
二
三
年
の
国

会
開
設
を
目
指
し
て
建
設
中
の
仮
議
事
堂
で
あ
っ
た
。
《
議
員
椅
子
》
は
「
背
後

に
直
に
筆
記
台
を
設
け
之
を
次
列
議
員
の
使
用
に
便
ず
る
も
の
」

 

（
13
）

で
あ
り
、
国

文
学
研
究
資
料
館
に
は
同
一
の
版
と
思
わ
れ
る
清
刷
り
が
六
点
存
在
す
る
。
現

段
階
（
平
成
二
八
年
一
〇
月
）
で
は
所
蔵
品
の
う
ち
、
山
本
が
下
図
を
担
当
し

合
田
が
彫
刻
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
唯
一
の
作
例
で
あ
る
。 

 
そ
の
他
所
蔵
品
中
新
聞
附
録
に
用
い
ら
れ
た
図
版
は
明
治
二
四
年
（
一
八
九

一
）
五
月
一
六
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
八
号
附
録
に
掲
載
さ
れ
た
《
露

国
皇
太
子
ニ
コ
ラ
イ
殿
下
御
肖
像
》《
希
臘
親
王
ジ
ョ
ー
ヂ
殿
下
御
肖
像
》
（
図

４
、
５
）
、
同
年
一
一
月
一
五
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』
二
〇
八
八
号
の
《
濃
尾
震

災
惨
状
真
図
》（
図
６
）
の
う
ち
の
《
大
垣
本
町
之
惨
状
》（
図
７
）《
名
古
屋
栄

町
惨
状
》
《
笠
松
道
路
壊
裂
》《
長
良
川
鉄
橋
傷
折
》
（
図
８
）
の
四
図
で
あ
る
。 

 

図 5《希臘親王ジョーヂ殿下御肖像》

       A-02 

図 4《露国皇太子ニコライ殿下御肖像》 

      A-01 
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ニ
コ
ラ
イ
と
は
後
に
最
後
の
ロ
シ

ア
皇
帝
と
な
っ
た
ニ
コ
ラ
イ
二
世

（
ニ
コ
ラ
イ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ヴ
ィ
チ
・
ロ
マ
ノ
フ
）
、
ジ
ョ
ー
ヂ

と
は
ギ
リ
シ
ャ
国
王
ゲ
オ
ル
ギ
オ

ス
一
世
の
三
男
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
・

テ
ィ
ス
・
エ
ラ
ザ
ス
で
あ
る
。
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
向
か
う
途
上
の

皇
太
子
ニ
コ
ラ
イ
が
ゲ
オ
ル
ギ
オ

ス
と
と
も
に
来
日
し
た
折
の
こ
と

で
、
附
録
が
発
行
さ
れ
た
の
は
、

大
津
で
警
察
官
が
ニ
コ
ラ
イ
を
斬

り
つ
け
暗
殺
未
遂
を
起
こ
し
た
い

わ
ゆ
る
大
津
事
件
の
五
日
後
で

あ
っ
た
。
た
だ
附
録
は
事
件
と
は

直
接
関
係
が
無
く
、
連
日
そ
の
動

向
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
大
国
か
ら

来
た
王
族
の
貴
重
な
近
影
を
公
開

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6《濃尾震災惨状真図》杜若文庫蔵 
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す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
五
月
一
四
日
の
社
告
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
本
図
は
画
家
を
介
さ
ず
、
写
真
か
ら
直
接
彫
り
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

  

「
露
国
皇
太
子
殿
下
并
に
希
臘
親
王
殿
下
の
御
真
影
ハ
世
に
流
布
す
る
も
の
少
な
か
ら
ざ
れ 

 

ど
最
近
の
も
の
至
て
鮮
し
我
社
ハ
幸
に
最
近
の
御
撮
影
に
て
然
も
御
直
筆
御
署
名
あ
る
も
の 

 

を
得
た
る
に
付
鮮
明
な
る
写
真
木
版
に
彫
刻
せ
し
め
附
録
と
し
て
発
行
す
る
こ
と
と
な
せ
り

（
14
）

」 

  

《
濃
尾
震
災
惨
状
真
図
》
は
、
《
磐
梯
山
噴
火
真
図
》
同
様
に
自
然
災
害
の
現
況
を
迫
真
的
な

視
覚
イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に
素
早
く
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
自
然
災
害
を
木
口
木
版

に
よ
っ
て
報
道
す
る
手
法
は
磐
梯
山
噴
火
以
降
度
々
見
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
た
と
え
ば
明
治

二
二
年
は
災
害
の
多
い
年
で
あ
り
、
七
月
二
八
日
に
熊
本
県
下
で
地
震
が
発
生
し
、
八
月
一
八

日
か
ら
九
月
七
日
ま
で
和
歌
山
県
か
ら
奈
良
県
南
部
に
か
け
て
大
雨
が
降
り
続
き
大
規
模
な
水

害
を
も
た
ら
し
た
。
熊
本
地
震
は
詳
細
な
報
道
が
な
さ
れ
ず
に
い
た
と
こ
ろ
、「
実
写
し
た
る
写

真
到
着
せ
し
を
以
て
（
略
）
例
に
依
り
お
名
染
の
欧
風
彫
刻
生
巧
館
技
師
合
田
清
山
本
芳
翠
の

両
氏
に
依
託
し
精
細
な
る
真
図
に
模
刻
し
」

 

（
15
）

九
月
一
日
の
附
録
《
熊
本
県
下
飽
田
郡
高
橋
町
市

街
震
災
被
害
真
図
》（
図
９
）
が
発
行
さ
れ
た
。
原
図
は
仕
上
が
り
か
ら
判
断
す
る
に
、
写
真
を

参
考
に
描
か
れ
た
も
の
と
写
真
そ
の
も
の
と
二
通
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
記
事
は
合

田
と
山
本
の
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
生
巧
館
木
版
部
の
一
番
弟
子
で
あ
っ
た
薗
田
三
佐
雄
の
回

 

図 7《大垣本町之惨状》A-03 図 8《長良川鉄橋傷折》0929 
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想
に
よ
れ
ば
、
薗
田
は
明
治
二
二
年
八
月
、
合
田
と
生
巧
館
画

学
校
門
下
生
の
大
山
翠
松
と
と
も
に
熊
本
地
震
の
附
録
編
集
の

た
め
館
山
に
滞
在
し
て
い
た
と
い
う

   

（
16
）

。
こ
の
た
め
本
附
録
の
下

図
を
担
当
し
た
の
は
山
本
で
は
な
く
玄
々
堂
印
刷
所
以
来
山
本

の
弟
子
で
あ
っ
た
大
山
翠
松
（
大
山
周
蔵
の
弟
）
の
可
能
性
が

あ
り
、
彫
刻
は
合
田
と
と
も
に
薗
田
も
そ
の
役
を
担
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
水
害
の
状
況
は
「
罹
災
地
及
び
罹
災
人
家

人
物
等
を
模
写
し
た
る
惨
況
真
図
出
張
社
友
の
手
に
依
て
得
た

る
を
以
て
」

 

（
17
）

同
紙
九
月
一
五
日
の
附
録
《
奈
良
県
下
十
津
川
地

方
変
災
実
況
之
図
》
（
図
10
）
と
し
て
発
行
さ
れ
た
。
そ
し
て

明
治
二
四
年
一
〇
月
二
八
日
に
発
生
し
た
濃
尾
地
震
に
際
し
て

は
、
東
京
朝
日
新
聞
は
磐
梯
山
噴
火
時
と
同
様
に
記
者
と
画
家

を
現
地
に
派
遣
し
て
い
る
。
こ
の
時
派
遣
さ
れ
た
画
家
は
当
時

生
巧
館
に
通
い
山
本
芳
翠
に
師
事
し
て
い
た
藤
島
武
二
で
あ
っ

た
。
一
一
月
一
一
日
の
社
告
で
は
次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い

る
。 

 

 

図 9《熊本県下飽田郡高橋町市街震災被害真図》

杜若文庫蔵 

図10《奈良県下十津川地方変災実況

之図》杜若文庫蔵 
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「
惨
状
真
図
発
行 

 

（
略
）
今
回
の
震
災
た
る
実
に
安
政
江
戸
の
大
地
震
に
勝
る
と
も
尚
劣 

 

ら
ざ
る
の
大
災
に
し
て
罹
災
地
方
の
状
況
ハ
得
て
文
字
の
み
の
尽
く
す 

 

可
ら
さ
る
も
の
あ
る
な
り
是
を
以
て
我
社
に
於
て
ハ
曩
に
社
員
古
谷
次 

 

郎
氏
を
特
派
し
て
震
害
地
の
実
況
を
視
察
せ
し
む
る
と
共
に
尚
欧
風
木 

 

版
の
技
に
都
下
第
一
を
以
て
知
ら
れ
た
る
生
巧
館
に
委
嘱
し
同
館
画
手 

 

藤
島
武
治マ

マ

氏
を
し
て
即
時
震
災
地
に
向
ひ
星
行
露
宿
深
く
岐
阜
大
垣
の 

 

惨
状
を
探
ら
し
め
因
つ
て
得
た
る
所
の
幾
多
の
写
生
図
を
齎
ら
し
還
り 

 

て
尚
之
を
精
描
細
写
し
爾
来
同
館
主
合
田
清
氏
に
嘱
し
て
製
版
中
な
り 

 

し
（
中
略
）
愈
々
来
る
十
五
日
を
以
て
一
大
附
録
と
し
て
之
を
刊
行
せ 

 

ん
と
す

   

（
18
）

」 

  

は
じ
め
日
本
画
を
学
ん
で
い
た
藤
島
は
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
一

七
歳
の
年
に
上
京
し
翌
年
川
端
玉
章
の
門
に
入
り
、
明
治
二
三
年
に
洋
画

に
転
向
し
た
。
曽
山
幸
彦
、
中
丸
精
十
郎
、
松
岡
寿
に
学
ん
だ
の
ち
生
巧

館
に
移
っ
て
い
る
。
《
濃
尾
震
災
惨
状
真
図
》
は
入
門
し
て
間
も
な
い
画
学

生
の
藤
島
に
与
え
ら
れ
た
大
役
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
大
山
や
藤

島
の
よ
う
に
、
木
口
木
版
の
下
図
制
作
は
し
ば
し
ば
生
巧
館
画
学
校
の
画

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図11《和歌山県下西牟婁郡中変災実況之図》杜若文庫蔵 
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家
た
ち
が
担
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
山
本
が
黒
田
清
輝
と
久
米
桂
一
郎
に
画
塾
を
譲
り
、
天
真
道
場
に
受
け
継
が
れ
て
か
ら
も

同
様
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
東
京
朝
日
新
聞
が
生
巧
館
に
依
頼
し
て
い
た
の
に
対
し
、
大
阪
朝
日
新
聞
で
は
生
巧
館
以
前
か
ら
大
成
社
系
の
彫
師
小
永
井
天
橋

が
木
口
木
版
に
よ
る
挿
絵
を
手
が
け
て
い
た
。
馬
渕
録
太
郎
に
よ
れ
ば
、
小
永
井
は
明
治
一
九
年
に
朝
日
新
聞
に
入
社
し
木
口
木
版
に
よ

る
挿
絵
や
絵
附
録
を
手
が
け
て
い
た
が
、
明
治
二
一
年
に
一
時
退
社
し
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
修
行
を
積
み
、
翌
年
六
月
に
再
入
社
し
た

と
い
う
。

 

（
19
）

明
治
二
二
年
の
大
水
害
の
際
、
小
永
井
は
和
歌
山
県
に
お
け
る
被
害
図
を
制
作
し
一
〇
月
一
日
に
《
和
歌
山
県
下
西
牟
婁
郡
中

変
災
実
況
之
図
》
（
図
11
）
が
発
行
さ
れ
て
い
る
他
、
濃
尾
地
震
の
被
害
状
況
に
お
い
て
も
小
永
井
が
附
録
を
手
が
け
、
明
治
二
四
年
一

一
月
八
日
と
一
二
日
に
《
岐
阜
県
下
震
災
之
図
》
が
発
行
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
写
真
を
原
図
と
し
て
い
る
。

 

（
20
）

こ
の
よ
う
に
合
田
の
帰
国
後

も
木
口
木
版
は
生
巧
館
一
色
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
旧
来
の
系
統
に
よ
る
活
動
も
継
続
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

雑
誌
・
教
科
書
の
時
代 

  

生
巧
館
は
上
述
し
た
新
聞
附
録
の
時
代
と
、
続
く
雑
誌
の
表
紙
・
口
絵
・
挿
絵
、
教
科
書
の
口
絵
・
挿
絵
を
飾
っ
た
明
治
三
〇
年
（
一

八
九
七
）
頃
ま
で
が
そ
の
黄
金
期
で
あ
っ
た
。
生
巧
館
が
知
名
度
を
上
げ
て
い
っ
た
時
期
は
雑
誌
刊
行
の
時
代
と
重
な
っ
て
お
り
、
二
〇

年
代
に
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
の
表
紙
は
一
時
期
ほ
と
ん
ど
が
木
口
木
版
と
な
る
ほ
ど
流
行
の
ス
タ
イ
ル
と
な
っ
た
。
ま
た
山
本
芳
翠
は
明
治

二
六
年
（
一
八
九
三
）
に
黒
田
清
輝
と
久
米
桂
一
郎
が
帰
国
す
る
と
翌
年
に
画
塾
を
譲
り
、
生
巧
館
は
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
一
〇

月
よ
り
画
塾
天
真
道
場
と
な
っ
た
。
塾
生
で
あ
っ
た
湯
浅
一
郎
、
北
蓮
蔵
、
白
瀧
幾
之
助
等
は
こ
の
時
黒
田
・
久
米
門
下
に
移
っ
て
い
る
。

山
本
は
パ
リ
時
代
に
黒
田
と
出
会
い
そ
の
画
才
を
見
出
し
、
法
律
を
学
ぶ
予
定
で
あ
っ
た
黒
田
を
説
得
し
画
家
に
転
向
さ
せ
て
い
る
。
画
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塾
を
明
け
渡
す
こ
と
は
予
て
か
ら
話
し
合
わ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
黒
田
ら
が
引
き
継
い
だ
の
は
生
巧
館
画
学
校
の
方
で
、
木
版
部
は
そ

の
後
も
存
続
し
た
。
明
治
二
四
年
、
大
量
に
注
文
を
受
け
て
い
た
木
版
部
は
赤
坂
区
溜
池
町
に
工
場
を
設
置
し
、
天
真
道
場
開
設
後
は
こ

の
溜
池
の
地
に
拠
点
を
移
し
活
動
を
継
続
し
た
。
合
田
と
黒
田
は
フ
ラ
ン
ス
留
学
時
以
来
の
関
わ
り
が
あ
り
、
山
本
、
久
米
ら
と
と
も
に

白
馬
会
を
結
成
し
研
究
所
を
溜
池
の
工
房
二
階
に
開
設
す
る
な
ど
、
生
巧
館
と
洋
画
界
の
い
わ
ゆ
る
「
新
派
」
と
の
活
動
は
以
後
も
続
く

こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
に
東
京
美
術
学
校
に
洋
画
科
が
新
た
に
設
け
ら
れ
、
黒
田
と
久
米
が
着
任
す
る
と
、

合
田
は
同
校
の
フ
ラ
ン
ス
語
講
師
と
な
っ
て
い
る
。 

 

明
治
二
〇
年
代
後
半
は
、
生
巧
館
の
膨
大
な
仕
事
量
と
合
田
の
活
動
の
幅
の
広
が
り
が
認
め
ら
れ
る
充
実
し
た
時
代
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
し
か
し
こ
の
頃
の
作
例
で
、
新
聞
附
録
の
よ
う
に
合
田
の
手
仕
事
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。
充
分
な
数
の
弟

子
が
育
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
の
時
期
よ
り
、
合
田
は
徐
々
に
制
作
の
場
を
離
れ
経
営
に
注
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
品
の
多
く
は
こ
の
時
代
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
清
刷
り
は
紙
片
に
摺
り
だ
さ
れ
た
図
以
外
に
情
報
の

無
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
、
掲
載
先
を
特
定
す
る
た
め
に
は
刊
行
物
を
予
測
し
掲
載
図
版
と
逐
一
照
ら
し
合
わ
せ
て
い
く
作
業

が
必
要
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
図
版
の
特
定
は
容
易
で
は
な
く
、
現
段
階
で
判
明
し
て
い
る
点
数
は
全
体
の
一
割
に
満
た
な
い
の
が
実
情

で
あ
る
。
ゆ
え
に
判
断
材
料
は
未
だ
充
分
で
な
い
の
だ
が
、
特
定
で
き
た
作
品
や
関
連
調
査
を
も
と
に
推
測
す
れ
ば
、
所
蔵
品
の
う
ち
一

定
の
割
合
を
占
め
て
い
る
の
が
明
治
二
四
〜
三
〇
年
頃
の
木
口
木
版
雑
誌
・
教
科
書
全
盛
期
の
図
版
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
合
田
・
山

本
の
手
に
よ
る
初
期
の
時
代
を
過
ぎ
、
弟
子
が
育
ち
工
房
が
拡
大
し
、
大
量
の
受
注
に
応
え
て
い
た
時
代
の
清
刷
り
が
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
ひ
と
つ
の
核
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
以
下
よ
り
所
蔵
品
を
中
心
に
、
同
時
代
の
特
筆
す
べ
き
作
例
や
傾
向
を
述
べ
て
い
く
こ

と
と
す
る
。 
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下
図
を
描
い
た
画
家 

  

山
本
芳
翠
や
藤
島
武
二
の
よ
う
に
、
木
口
木
版
の
版
下
を
担
当
し
た
画
家
は

複
数
名
確
認
で
き
る
。
雑
誌
の
表
紙
で
は
原
田
直
次
郎
の
手
が
け
た
民
友
社
発

行
の
『
国
民
之
友
』
が
よ
く
知
ら
れ
た
例
で
あ
ろ
う
。
生
巧
館
は
明
治
二
一
年

七
月
六
日
発
行
の
『
国
民
之
友
』
第
二
五
号
よ
り
表
紙
を
担
当
し
て
お
り
、
原

田
は
翌
年
八
月
二
二
日
発
行
の
同
誌
第
五
八
号
に
森
鷗
外
翻
訳
詩
集
「
於
母
影
」

が
掲
載
さ
れ
た
際
初
め
て
挿
画
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
の
翌
年
の
明
治
二
三
年
か

ら
表
紙
の
下
図
を
手
が
け
、
生
巧
館
と
の
仕
事
が
継
続
す
る
こ
と
と
な
る
。
所

蔵
品
の
清
刷
り
の
う
ち
『
国
民
之
友
』
の
表
紙
は
一
点
の
み
確
認
で
き
る
が
、

明
治
二
九
年
八
月
一
五
日
〜
明
治
三
〇
年
八
月
七
日
（
第
三
〇
九
〜
三
六
〇
号
）

の
期
間
掲
載
さ
れ
た
後
年
の
も
の
で
あ
る
（
図
12
）
。
同
図
は
右
下
に
「
生
巧

館
刀
」
の
サ
イ
ン
が
あ
る
の
み
で
下
図
の
制
作
者
は
特
定
出
来
て
い
な
い
が
、

時
期
が
下
る
こ
と
、
ま
た
作
風
が
異
な
る
こ
と
か
ら
原
田
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。 

 

ま
た
和
田
英
作
は
明
治
二
五
年
に
原
田
の
画
塾
鍾
美
館
に
入
門
し
、
同
二
七

年
原
田
の
病
気
療
養
に
伴
い
天
真
道
場
に
移
る
と
い
う
生
巧
館
に
縁
の
あ
る
経

歴
を
辿
っ
た
画
家
で
、
木
口
木
版
の
下
図
制
作
も
担
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

 

図12《『国民之友』第309〜360号表紙》

      B-0341 

図13《『家庭雑誌』第69〜111号表紙》

作品番号未定 
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明
治
二
九
年
一
月
四
日
〜
八
月
一
日
『
国
民
之
友
』（
第
二
七
七
〜
三
〇
七
号
）
の
表
紙

に
は
和
田
の
サ
イ
ン
「E

.W
.

」
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
同
年
一
月
〜
明
治
三
〇
年
一
二
月

家
庭
雑
誌
社
発
行
の
『
家
庭
雑
誌
』（
第
六
九
〜
一
一
一
号
）
の
表
紙
に
も
「E

.W
A

D
A

」

と
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
明
治
三
一
年
一
月
一
日
〜
一
〇
月
一
五
日
（
第
四
巻
第
一
号

〜
二
三
号
）
の
博
文
館
発
行
『
少
年
世
界
』
に
木
口
木
版
に
よ
る
口
絵
「
動
物
標
本
」

の
掲
載
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
う
ち
『
家
庭
雑
誌
』
の
清
刷
り
が
所
蔵
品
に
収
め
ら
れ

て
い
る
（
図
13
）。
所
蔵
品
に
は
同
図
以
外
に
も
「E

.W
.

」
の
サ
イ
ン
の
入
っ
た
清
刷

り
が
四
点
確
認
で
き
る
。 

 

ま
た
本
多
錦
吉
郎
の
画
塾
彰
技
堂
の
後
小
山
正
太
郎
の
画
塾
不
同
舎
に
学
ん
だ
佐
久

間
文
吾
は
、
明
治
二
七
年
一
二
月
二
八
日
博
文
館
発
行
の
『
太
陽
』
創
刊
号
の
表
紙
を

デ
ザ
イ
ン
し
、
木
口
木
版
に
よ
る
口
絵
《
戦
捷
の
元
旦
》
を
手
が
け
て
い
る
。
同
誌
は

佐
久
間
に
つ
い
て
「
生
巧
館
に
入
り
て
絵
事
に
従
事
し
」
と
記
し
て
い
る
他
、

 

（
21
）

馬
渕
に

よ
れ
ば
佐
久
間
は
生
巧
館
の
版
下
画
家
と
し
て
ほ
と
ん
ど
専
属
の
よ
う
に
描
い
て
い
た

と
い
う
か
ら
、

 

（
22
）

佐
久
間
は
こ
の
仕
事
に
限
ら
ず
多
く
の
下
図
を
手
が
け
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
所
蔵
品
に
は
創
刊
号
の
他
複
数
の
『
太
陽
』
表
紙
図
が
存
在
す
る
ほ
か
（
図
14

〜
16
）
、
戦
場
を
描
い
た
挿
絵
と
思
わ
れ
る
清
刷
り
二
点
に
「B

.S
A

K
U

M
A

」
の
サ
イ

ン
が
確
認
で
き
る
（
図
17
、
18
）。
た
だ
し
専
属
の
よ
う
に
描
い
て
い
た
と
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
『
太
陽
』
表
紙
の
よ
う
に
サ
イ
ン
の
無
い
も
の
の
方
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
少 

 

図14《『太陽』第1巻 

第1〜12号表紙》B-0381 

図15《『太陽』第3巻 

1〜27号表紙》B-0359

図16《『太陽』第4巻 

1〜25号表紙》B-0342
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な
く
と
も
同
誌
の
他
の
号
の
表
紙
に
つ
い
て

は
佐
久
間
が
下
図
を
描
い
た
可
能
性
が
あ
る

だ
ろ
う
。 

 

黒
田
清
輝
に
よ
る
下
図
も
ま
た
所
蔵
品
の

う
ち
に
確
認
で
き
る
。
黒
田
と
合
田
と
の
仕

事
は
、
黒
田
が
日
清
戦
争
に
従
軍
し
た
際
の

ス
ケ
ッ
チ
を
合
田
が
お
こ
し
『
ル
・
モ
ン
ド
・

イ
リ
ュ
ス
ト
レ
』
に
送
っ
た
も
の
が
早
い
時

期
の
作
例
で
あ
る
。
当
館
が
所
蔵
す
る
の
は

さ
ら
に
時
代
の
下
っ
た
明
治
三
五
年
（
一
九

〇
二
）
三
月
金
港
堂
発
行
の
『
文
藝
界
』
創

刊
号
を
飾
っ
た
表
紙
と
背
表
紙
、
裏
表
紙
の

清
刷
り
で
あ
る
（
図
19
）
。
し
か
し
同
図
は

木
口
木
版
に
特
徴
的
な
細
か
い
線
条
に
よ
る

黒
線
と
白
線
を
活
か
し
た
陰
影
な
ど
は
無
く
、

ま
た
実
際
に
出
版
さ
れ
た
際
の
表
紙
は
多
色

刷
り
で
、
木
口
木
版
の
モ
ノ
ト
ー
ン
で
緻
密

な
表
現
と
は
全
く
印
象
が
異
な
っ
て
い
る 

図18 2374 図17 2373 

図19《『文藝界』第1〜5号表紙》B-0360 
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（
図
20
）
。
そ
し
て
『
文
藝
界
』
創
刊
号
目
次
に
は
、
「
表
紙
（
石
版
色
摺
） 

黒

田
清
輝
画
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
清
刷
り
（
図
19
）
に
使
わ
れ
た
版
は
使
用
さ
れ

て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
清
刷
り
は
出
版
さ
れ
た
表
紙
（
図
20
）
の
う
ち
の
墨

刷
り
の
部
分
に
該
当
す
る
。
た
だ
し
「
文
藝
界 

第
一
號
」
の
文
字
は
使
わ
れ
て
お

ら
ず
別
の
書
体
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
表
紙
は
同
年
七
月
一
五
日
発
行
の
第

五
号
ま
で
続
い
て
い
る
が
、
配
色
や
「
文
藝
界 

第
◯
號
」
の
文
字
は
号
に
よ
っ
て

変
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
他
の
墨
刷
り
部
分
の
デ
ザ
イ
ン
は
細
部
ま
で
酷
似
し
て
い

る
が
、
一
部
衣
服
の
皺
な
ど
に
微
妙
な
違
い
も
見
ら
れ
る
。
本
表
紙
は
所
蔵
品
（
図

19
）
の
存
在
か
ら
一
度
木
口
木
版
に
お
こ
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
も
の
の
、
そ

の
用
途
は
今
の
と
こ
ろ
判
然
と
し
て
い
な
い
。 

 

教
科
書
の
口
絵
や
挿
絵
に
使
用
さ
れ
た
清
刷
り
に
は
藤
島
武
二
、
浅
井
忠
、
中

村
不
折
、
二
世
五
姓
田
芳
柳
の
名
が
サ
イ
ン
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
藤
島
の
挿

絵
は
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
九
月
博
文
館
発
行
の
『
新
撰
日
本
小
歴
史
』
に

掲
載
さ
れ
た
「
天
孫
降
臨
の
図
」
で
あ
る
（
図
21
）
。
右
下
に
「
フ
ジ
シ
マ
」
、
左

下
あ
た
り
に
「
生
巧
舘
刀
」
の
サ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る
。
藤
島
は
明
治
二
六
年
よ

り
二
十
九
年
ま
で
三
重
県
立
第
一
中
学
校
に
赴
任
し
て
お
り
、
同
図
は
藤
島
が
東

京
美
術
学
校
助
教
授
に
着
任
す
る
前
年
の
制
作
で
あ
る
。
ま
た
生
巧
館
は
黒
田
や

久
米
、
そ
の
門
下
で
あ
る
と
こ
ろ
の
新
派
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
教

 

図21《天孫降臨の図》0005 図20《『文藝界』第1号表紙》杜若文庫蔵 
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科
書
の
挿
絵
に
は
浅
井
、
中
村
、
二
世
五
姓
田
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
旧
派
」
の
画
家

の
名
が
見
ら
れ
る
。
挿
絵
の
仕
事
は
国
粋
主
義
の
時
代
、
木
口
木
版
に
限
ら
ず
洋
画
家

に
と
っ
て
生
活
の
糧
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
と
り
わ
け
そ
れ
は
「
新
派
」
の
活

躍
の
陰
に
隠
れ
る
こ
と
と
な
る
「
旧
派
」
の
画
家
に
顕
著
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

た
と
え
ば
明
治
二
六
年
九
月
学
海
指
針
社
発
行
の
『
帝
国
読
本 

巻
之
一
〜
八
』
に
は

浅
井
、
中
村
、
二
世
五
姓
田
、
下
村
為
山
（
二
神
純
孝
）
等
に
よ
る
木
口
木
版
の
挿
絵

が
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
う
ち
五
姓
田
は
板
目
木
版
の
挿
絵
も
手
が
け
て
い
た

よ
う
で
あ
る
）。
同
書
の
う
ち
所
蔵
品
に
は
巻
之
四
掲
載
の
浅
井
の
サ
イ
ン
「C

A

」
の

入
っ
た
挿
絵
（
図
22
）
、
巻
之
五
掲
載
の
中
村
の
サ
イ
ン
「S

.N
.

」
の
入
っ
た
挿
絵
（
図

23
、
Ｓ
は
本
名
鈼
太
郎
の
頭
文
字
）
、
巻
之
八
掲
載
の
二
世
五
姓
田
の
サ
イ
ン
「H

.G
.

」

の
入
っ
た
挿
絵
（
図
24
）
の
清
刷
り
が
存
在
す
る
。 

 
中
村
不
折
に
つ
い
て
は
同
じ
く
学
海
指
針
社
が
明
治
二
六
年
七
月
に
発
行
し
た
『
万

国
地
理
初
歩
』
上
下
巻
に
も
挿
絵
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
上
巻
の
「
不
折
」
と
記

さ
れ
た
挿
絵
（
図
25
）
は
所
蔵
が
確
認
で
き
る
。
石
井
柏
亭
は
中
村
に
つ
い
て
「
生
活

の
為
め
に
佐
久
間
や
下
村
と
一
緒
に
絵
手
本
を
描
い
た
。
そ
れ
は
普
及
社
と
い
ふ
処
か

ら
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
其
後
旅
籠
町
に
あ
つ
た
学
界マ

マ

指
針
社
に
雇
は
れ
て
教
科

書
の
画
を
書
き
も
し
た
。

（
23
）

」
と
述
べ
て
い
る
。
中
村
は
挿
絵
の
掲
載
が
確
認
で
き
る
明

治
二
六
年
頃
、
学
海
指
針
社
の
挿
絵
画
家
と
し
て
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お

 

図23 0592 図22 0572 
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引
用
中
の
「
佐
久
間
」
は
佐
久
間
文
吾
、
「
下
村
」
は
下
村
為
山
で
あ
り
、
三
人
は
不
同

舎
の
門
人
で
あ
っ
た
。 

 

二
世
五
姓
田
芳
柳
も
ま
た
挿
絵
を
多
く
手
が
け
て
い
た
よ
う
で
、
所
蔵
品
に
は
上
記

の
挿
絵
の
他
明
治
二
四
年
九
月
金
港
堂
発
行
の
『
理
科
入
門 

有
用
之
動
植
物
』
口
絵

（
図
26
）
他
二
点
「H

.G
.

」
と
記
さ
れ
た
清
刷
り
が
存
在
す
る
。
こ
の
他
明
治
三
〇
年

一
月
一
日
〜
一
二
月
一
五
日
（
第
三
巻
第
一
号
〜
二
六
号
）
の
博
文
館
発
行
『
少
年
世

界
』
に
木
口
木
版
に
よ
る
口
絵
「
日
本
武
将
鑑
」
を
掲
載
し
て
い
る
。 

  

図25 1030 

図26 B-0339 

 

図24 0668 
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生
巧
館
の
彫
師 

  

次
に
彫
師
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
が
、
生
巧
館
の
修
行
制
度
や
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が
入
門
し
彫
師
と
し
て
活
動
し
た
か
と
い
っ
た
詳

細
に
つ
い
て
知
れ
る
と
こ
ろ
は
僅
か
で
あ
る
。
参
考
資
料
と
し
て
板
橋
区
立
美
術
館
発
行
『
日
本
の
木
口
木
版
画 

明
治
か
ら
今
日
ま
で
』

に
彫
師
の
一
覧
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

 

（
24
）

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
生
巧
館
に
入
っ
た
馬
渕
録
太
郎
が
回
想
記
を
『
木
口
木
版

伝
来
と
余
談
』
に
残
し
て
お
り
、
貴
重
な
文
献
と
な
っ
て
い
る
。
馬
渕
に
よ
れ
ば
生
巧
館
開
業
時
に
最
初
に
入
門
し
た
の
が
上
述
し
た
薗

田
三
佐
雄
で
あ
り
、
続
い
て
大
成
社
一
派
の
島
崎
天
民
や
加
藤
保
民
で
あ
っ
た
。
明
治
二
三
年
に
は
北
君
衛
（
北
蓮
蔵
の
姉
）
、
大
江
太
、

合
田
舜
子
（
合
田
の
妻
）
、
中
山
要
太
郎
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
馬
渕
の
入
門
し
た
明
治
三
六
年
に
生
巧
館
の
館
員
で
あ
っ
た
の
が
森

島
清
三
郎
、
志
津
順
哉
、
渡
辺
広
五
郎
、
岸
上
光
吉
、
菊
地
武
嗣
、
吉
沢
六
朔
、
山
形
駒
太
郎
で
あ
っ
た
と
い
う
。
彼
ら
が
彫
刻
し
た
図

版
は
印
刷
物
や
当
館
所
蔵
品
の
清
刷
り
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
具
体
的
に
誰
が
何
を
手
が
け
た
か
特
定
で
き
る
例
は
後
述

す
る
大
正
期
の
作
例
を
除
い
て
稀
で
あ
る
。
「
生
巧
館
」
の
名
は
最
新
の
複
製
技
術
と
し
て
開
業
時
よ
り
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
い
た
が
、
合

田
以
外
に
彫
師
の
名
前
が
表
に
出
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

所
蔵
品
の
清
刷
り
に
は
下
図
の
作
者
や
彫
師
の
サ
イ
ン
の
入
っ
て
い
な
い
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
た
と
え
ば
《
磐
梯
山
噴
火
真
図
》
に

は
「
生
巧
館 

山
本
芳
翠
画 

合
田
清
刻
」
と
生
巧
館
の
名
と
と
も
に
画
家
と
彫
師
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
所
蔵
品
に
そ
の
よ
う
な

例
は
見
当
た
ら
な
い
。
最
も
多
く
確
認
で
き
る
の
は
個
人
名
が
入
ら
ず
生
巧
館
の
制
作
で
あ
る
こ
と
の
み
記
さ
れ
た
サ
イ
ン
で
、
そ
の
数

は
お
よ
そ
二
〇
〇
点
で
あ
る
。

 

（
25
）

表
記
は
「
生
巧
舘
刀
」
「
生
巧
刀
」
が
ほ
と
ん
ど
で
、「
東
京
生
巧
舘
刀
」
「S

eiko
kan

.sc

」
「S

E
IK

O
K

A
N

」

も
一
点
ず
つ
確
認
で
き
る
。
ま
た
「
生
巧
く
わ
ん
亜
鉛
ば
ん
」
の
サ
イ
ン
も
二
点
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
木
口
木
版
で
は
な
く
合
田
が
一

時
期
試
み
て
い
た
亜
鉛
版
と
思
わ
れ
る
。

 

（
26
）

生
巧
館
の
サ
イ
ン
は
雑
誌
の
表
紙
や
著
名
な
画
家
が
下
図
を
手
が
け
た
場
合
な
ど
の
重
要
な
仕
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事
の
際
に
記
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
無
記
名
の
図
版
と
の
よ
り
細
か
い
違
い
や
「
生
巧
舘
刀
」
「
生
巧
刀
」
な
ど
表
記
の
使
い
分
け

に
つ
い
て
は
判
断
し
難
く
、
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

 
館
員
の
う
ち
、
ど
の
よ
う
な
立
場
で
あ
っ
た
か
判
然
と
し
な
い
の
が
大
成
社
の
彫
師
た
ち
で
あ
る
。
生
巧
館
開
業
後
す
ぐ
に
入
門
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
こ
の
一
派
で
あ
る
が
、
完
全
に
そ
の
傘
下
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
生
巧
館
開
業
後

に
博
文
館
で
発
行
さ
れ
た
雑
誌
『
日
本
之
少
年
』
は
表
紙
が
木
口
木
版
で
挿
絵
に
も
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
巻
第
一
号
〜
三
号

（
明
治
二
三
年
一
月
一
日
〜
二
月
一
日
）
の
表
紙
に
は
「
大
成
社
刀
」
の
サ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る
。
そ
し
て
次
号
の
第
二
巻
四
号
（
二
月

一
五
日
）
か
ら
は
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
が
変
わ
り
、
「
生
巧
舘
刀
」
に
サ
イ
ン
が
代
っ
て
い
る
。
ま
た
大
成
社
系
の
彫
師
で
あ
る
森
山
天
葩
は

生
巧
館
に
入
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

 

（
27
）

「
天
葩
刀
」
と
個
人
名
の
サ
イ
ン
の
入
っ
た
挿
絵
は
生
巧
館
開
業
後
の
年
代
に
お
い
て
も
多
く
見

受
け
ら
れ
る
。

 

（
28
）

生
巧
館
の
な
か
で
個
人
の
サ
イ
ン
が
確
認
で
き
る
の
は
合
田
清
の
み
で
、
「
合
田
刀
」
「K

.G
A

U
D

A

」
の
表
記
が
多
い
。
こ

の
ほ
か
に
薗
田
三
佐
雄
と
思
わ
れ
る
「M

.S
O

N
O

D
A

.S
.C

」
の
サ
イ
ン
も
『
実
業
世
界
太
平
洋
』
第
二
巻
第
二
号
（
博
文
館
、
明
治
三
七

年
一
月
一
五
日
）
表
紙
に
確
認
で
き
る
が
、
馬
淵
に
よ
れ
ば
薗
田
は
こ
の
頃
既
に
独
立
し
て
自
営
し
て
い
た
と
い
う
。

 

（
29
）

開
業
以
前
か
ら
活

動
し
て
い
た
館
員
に
つ
い
て
は
サ
イ
ン
を
記
す
風
潮
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
森
山
に
つ
い
て
は
そ
も
そ
も
生
巧
館
門
人
の
時
代

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。 

 

所
蔵
品
の
清
刷
り
に
は
大
成
社
系
の
サ
イ
ン
の
入
っ
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
当
館
の
所
蔵
品
は
生
巧
館
設
立
以
降
に

育
っ
た
弟
子
の
手
に
よ
る
も
の
が
大
半
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
性
質
を
知
る
う
え
で
も
、
ま
た
木
口
木
版
の
歴
史
を
知
る

う
え
で
も
、
大
成
社
の
活
動
お
よ
び
生
巧
館
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
調
査
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 



国文学研究資料館所蔵品にみる生巧館の活動と木口木版の受容（石井） 

 － 169 －

 

所
蔵
品
：
雑
誌
・
教
科
書 

  

出
版
社
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
傾
向
が
指
摘
で
き
る
。
当
館
所
蔵
品
の

う
ち
、
雑
誌
の
表
紙
に
使
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
清
刷
り
は
三
二
点
、
重
複
分
や

掲
載
先
が
確
認
出
来
て
い
な
い
も
の
も
含
め
る
と
五
〇
点
ほ
ど
存
在
す
る
。
ま
た
広
告

用
に
雑
誌
名
等
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
図
が
一
〇
点
確
認
で
き
る
。
雑
誌
の
表
紙
は
前
述

し
た
『
国
民
之
友
』
、
『
家
庭
雑
誌
』
、
『
太
陽
』
、
『
文
藝
界
』
の
他
、
博
文
館
発
行
『
少

年
世
界
』
（
図
27
）
、
学
齢
館
発
行
『
小
国
民
』
（
図
28
）
、
三
才
社
発
行
『
天
地
人
』
、

大
日
本
社
発
行
『
大
日
本
』
、
東
京
同
文
館
発
行
『
商
業
世
界
』
、
経
済
雑
誌
社
発
行
『
史

海
』
等
様
々
で
あ
り
、
掲
載
期
間
は
明
治
二
七
〜
三
〇
年
で
あ
る
も
の
が
多
い
。
こ
の

う
ち
特
に
生
巧
館
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
が
博
文
館
と
学
齢
館
で
あ

る
。
木
口
木
版
の
表
紙
は
明
治
二
〇
年
代
に
お
い
て
流
行
と
な
っ
た
が
、
中
身
の
口
絵

や
挿
絵
ま
で
木
口
で
あ
る
例
は
表
紙
の
数
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
木
口
木
版
の
挿
絵
が
特

に
多
く
掲
載
さ
れ
る
の
は
児
童
雑
誌
や
少
年
雑
誌
の
類
で
あ
り
、
大
抵
の
場
合
は
板
目

木
版
や
石
版
や
写
真
版
と
混
雑
す
る
か
た
ち
で
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
上
記

の
雑
誌
の
な
か
で
は
『
少
年
世
界
』
や
『
小
国
民
』
に
生
巧
館
の
仕
事
が
多
く
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
。 

 

図28《『小国民』第6年1〜12

号表紙》B-0379 

図27《『少年世界』第1巻7〜

18号表紙》B-0352 
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博
文
館
は
明
治
二
八
年
に
そ
れ
ま
で
の
雑
誌
を
統
廃
合
し
て
『
太
陽
』
、
『
少
年
世

界
』
、
『
文
藝
倶
楽
部
』
の
三
誌
を
新
し
く
刊
行
し
た
。

 

（
30
）

清
刷
り
に
は
『
太
陽
』
と
『
少

年
世
界
』
お
よ
び
前
年
の
二
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
清
戦
争
実
記
』
の
表
紙
が
確

認
で
き
る
。
し
か
し
こ
れ
以
前
に
発
行
さ
れ
た
雑
誌
の
表
紙
は
所
蔵
が
な
い
よ
う
で

あ
る
。
た
と
え
ば
『
少
年
世
界
』
の
前
身
で
あ
る
『
日
本
之
少
年
』
や
『
幼
年
雑
誌
』

に
は
表
紙
・
挿
絵
と
も
に
木
口
木
版
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
表
紙
は
所

蔵
品
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
後
年
の
も
の
に
つ
い
て
は
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）

に
発
行
さ
れ
た
『
日
露
戦
争
実
記
』
、
『
実
業
世
界
太
平
洋
』
の
表
紙
が
清
刷
り
と
し

て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
表
紙
の
清
刷
り
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
誌

面
中
の
挿
絵
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
博
文
館
発
行
誌
全
体
の
調
査

は
未
だ
充
分
に
は
進
め
ら
れ
て
お
ら
ず
確
か
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

現
在
特
定
出
来
て
い
る
の
は
『
太
陽
』
に
掲
載
さ
れ
た
挿
絵
六
一
点
で
あ
る
。
こ
の

他
の
雑
誌
、
特
に
『
少
年
世
界
』
は
木
口
木
版
の
挿
絵
が
多
く
入
っ
て
い
る
の
で
今

後
の
調
査
課
題
と
し
た
い
。
な
お
、
博
文
館
の
仕
事
に
つ
い
て
は
表
紙
や
挿
絵
だ
け

で
な
く
新
刊
報
告
や
広
告
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
も
生
巧
館
が
多
く
手
が
け
て
い
た
よ

う
で
（
図
29
、
30
）
、
両
者
の
密
接
な
関
係
性
が
窺
え
る
。 

 

『
小
国
民
』
は
学
齢
館
の
創
業
と
と
も
に
明
治
二
二
年
七
月
に
創
刊
し
た
児
童
向

け
の
雑
誌
で
あ
る
。

 

（
31
）

編
集
は
当
時
小
学
校
教
員
で
あ
っ
た
石
井
研
堂
（
民
司
）
が
担

 

図29《博文館新刊報告》 

     B-0396 

図31《『少国民』第8年1号

     甲種表紙》 

図30《『帝国文庫』広告》 

       B-0346 
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当
し
た
。
所
蔵
品
に
は
明
治
二
五
年
か
ら
二
八
年
の
期
間
に
掲
載
さ
れ
た
表

紙
五
点
の
清
刷
り
が
存
在
す
る
。
ま
た
同
誌
は
国
策
を
否
定
し
た
と
し
て
明

治
二
八
年
九
月
一
五
日
発
行
の
第
七
年
第
一
八
号
で
発
行
停
止
処
分
を
受
け

て
お
り
、
同
年
一
一
月
一
〇
日
に
雑
誌
名
を
『
少
国
民
』
に
変
え
改
題
第
一

号
を
発
行
し
た
。
こ
の
『
少
国
民
』
時
代
の
表
紙
図
も
一
点
所
蔵
さ
れ
て
い

る
（
図
31
）。
『
小
国
民
』
は
『
少
年
世
界
』
以
上
に
木
口
木
版
の
挿
絵
や
口

絵
が
多
く
入
っ
て
お
り
、
所
蔵
品
に
も
現
在
ま
で
の
調
査
で
六
四
点
が
確
認

で
き
る
。
挿
絵
は
動
植
物
や
風
景
と
い
っ
た
木
口
木
版
の
細
か
い
表
現
が
活

か
さ
れ
る
題
材
が
多
い
一
方
で
、
戯
画
の
よ
う
な
写
実
的
で
あ
る
必
要
の
な

い
も
の
ま
で
表
現
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
興
味
深
い
（
図
32
）。 

 

教
科
書
の
挿
絵
も
ま
た
『
高
等
小
学
読
本
』
以
来
生
巧
館
の
重
要
な
活
動

分
野
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
ま
で
の
調
査
を
も
と
に
推
測
す
れ
ば
、
そ
の
最

盛
期
は
雑
誌
と
同
じ
く
明
治
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
あ
た
ま
頃
で
あ
る
。

ま
た
教
科
や
出
版
社
に
よ
っ
て
も
傾
向
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
木
口
木
版
の

図
版
は
地
理
や
理
科
の
教
科
に
多
く
、
清
刷
り
に
も
国
内
外
の
風
俗
や
風
景
、

動
植
物
と
い
っ
た
該
当
科
目
ら
し
き
図
が
多
数
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
上
述

し
た
『
帝
国
読
本
』
や
『
新
撰
日
本
小
歴
史
』
な
ど
の
歴
史
教
科
書
、
ま
た

リ
ー
ダ
ー
と
思
し
き
挿
絵
も
多
数
存
在
す
る
た
め
、
他
教
科
も
含
め
広
く
調

 

図32 B-0539 図33 B-0067 
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査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
出
版
社
に
つ
い
て
は
金
港
堂
と
学
海
指
針
社
に
木
口
木
版
の
図
版
が
特
に
多
く
、
他
に
冨
山
房
、
文
學

社
、
三
省
堂
、
大
日
本
図
書
に
も
多
く
見
ら
れ
る
。
教
科
書
の
挿
絵
・
口
絵
で
現
在
清
刷
り
の
掲
載
先
が
特
定
し
て
い
る
の
は
、
上
述
し

た
資
料
で
は
『
新
撰
日
本
小
歴
史
』
一
六
点
、
『
帝
国
読
本 

巻
之
一
〜
八
』
三
点
、
『
訂
正
帝
国
読
本
』
四
点
、
『
理
科
入
門 

有
用
之
動

植
物
』
一
三
点
の
他
、
明
治
二
四
年
九
月
金
港
堂
発
行
『
理
科
入
門 

人
体
及
ビ
動
物
生
理
』
一
三
点
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
二

月
大
日
本
図
書
発
行
『
動
物
教
本
』
五
〇
点
な
ど
合
計
で
一
〇
〇
点
ほ
ど
で
あ
る
。 

 

な
お
所
蔵
品
の
清
刷
り
に
は
、
一
枚
の
紙
に
ま
と
め
て
複
数
の
版
が
刷
り
だ
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
存
在
す
る
。
ま
た
紙
の
端
に
穴

が
開
け
ら
れ
、
こ
よ
り
で
複
数
枚
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
例
も
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
雑
誌
や
教
科
書
な
ど
一
冊
に
複
数
の
挿
絵
を
掲

載
す
る
場
合
、
出
版
社
に
見
本
を
提
出
す
る
際
に
と
ら
れ
た
形
態
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
同
一
の
紙
や
こ
よ
り
で
ま
と
め
ら
れ
た
束

に
あ
る
図
版
は
同
じ
出
版
物
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
た
と
え
ば
図
33
の
一
〇
図
は
す
べ
て
『
小
国
民
』
第
五
年
第
二
一
号

ま
た
は
二
二
号
（
明
治
二
六
年
一
一
月
三
日
、
一
八
日
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
し
、
『
動
物
教
本
』
に
掲
載
さ
れ
た
挿
絵
五
〇
点
の
清
刷
り

は
三
図
を
除
い
て
同
一
の
こ
よ
り
の
束
の
な
か
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
印
刷
前
の
確
認
に
使
用
さ
れ
た
状
態
が
そ
の
ま
ま
の

か
た
ち
で
残
っ
て
い
る
の
も
本
所
蔵
品
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。 

 

所
蔵
品
：
広
告
・
煙
草
パ
ッ
ケ
ー
ジ 

  

生
巧
館
は
出
版
社
だ
け
で
な
く
、
商
品
や
企
業
の
広
告
デ
ザ
イ
ン
の
製
版
も
ま
た
多
く
手
が
け
て
い
る
。
清
刷
り
に
残
っ
て
い
る
最
も

早
い
時
期
の
例
が
ス
コ
ッ
ト
乳
菓
で
（
図
34
）
、
他
に
胃
活
（
図
35
）
や
吉
沼
時
計
店
（
図
36
）
な
ど
明
治
二
〜
三
〇
年
代
の
新
聞
や
雑

誌
で
頻
繁
に
目
に
す
る
広
告
を
作
成
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
胃
活
の
広
告
は
清
刷
り
で
は
西
洋
人
だ
が
、
実
際
に
出
版
物
等
で 
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出
回
っ
て
い
る
の
は
日
本
人
の
姿
で
あ
り
、
清
刷
り
の
案
が
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
大
阪
の
楽
器
店
で
あ
る
開
成
館
三
木
楽
器

店
は
会
社
の
広
告
用
デ
ザ
イ
ン
の
み
な
ら
ず
、
商
品
で
あ
る
オ
ル
ガ
ン
の
図
も
生

巧
館
が
担
当
し
て
い
る
（
図
37
、
38
）。
さ
ら
に
三
木
楽
器
創
業
者
の
三
木
佐
助

が
明
治
三
三
年
に
発
行
し
た
『
鉄
道
唱
歌
』
の
表
紙
も
担
当
し
て
お
り
、
第
二
集

の
表
紙
に
つ
い
て
は
清
刷
り
の
所
蔵
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
明
治
三
七
年
の

煙
草
専
売
法
が
施
工
さ
れ
る
ま
で
の
煙
草
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
も
多
数
作
成

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
創
業
者
の
岩
谷
松
平
が
自
ら
広
告
塔
と
な
っ
て
派
手
な

宣
伝
を
繰
り
広
げ
た
岩
谷
商
会
の
天
狗
た
ば
こ
も
生
巧
館
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
担
当

し
て
お
り
、
天
狗
た
ば
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
「
中
天
狗
」
の
清
刷
り
が
所
蔵
品

の
う
ち
に
確
認
で
き
る
（

 

（
32
）

図

39

）
。
さ
ら
に
木
村
商
会
の
「T

H
E
 

H
A

W
K

 

C
IG

A
R
E
T

T
E
S

」
（
図

40

）
や
東
海
煙
草
株
式
会
社
の
「T

H
E
 

T
O

K
A

I 

C
IG

A
R
E
T

T
E
S

」
（
図
41
）
の
ほ
か
、
商
品
名
が
入
る
と
思
わ
れ
る
部
分
が
余
白

で
残
さ
れ
、「
精
撰
刻
莨
」
（
図
42
）
の
文
字
と
デ
ザ
イ
ン
の
施
さ
れ
た
清
刷
り
も

複
数
パ
タ
ー
ン
存
在
す
る
。
こ
の
ほ
か
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
様
々
な
会
社

の
商
標
も
多
数
制
作
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

図34《「スコット乳菓」

       広告》0564 

図35《「胃活」広告》B-0274図36《「吉沼時計店」広告》

      B-0271 
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図38 B-0108 図37《「三木楽器」広告》B-0148

図40《「THE HAWK CIGARETTES」 

パッケージ》B-0127

図39《「中天狗」パッケー

ジ》B-0122 

図42 B-0283 図41《「THE TOKAI CIGARETTES」 

     パッケージ》B-0278
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後
年
の
活
動 

  

こ
の
よ
う
に
生
巧
館
は
創
業
か
ら
明
治
三
〇
年
代
に
か
け
て
新
聞
、
雑
誌
、
教
科
書
、
広
告
と
様
々
な
分
野
で
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
っ

た
が
、
そ
の
後
の
需
要
は
印
刷
技
術
の
更
新
と
流
行
の
変
遷
に
よ
っ
て
次
第
に
減
少
す
る
こ
と
と
な
る
。
他
の
版
に
お
さ
れ
就
業
者
が
多

く
去
っ
て
い
く
そ
の
様
を
小
野
忠
重
は
坂
を
下
る
ま
り
の
は
や
さ
で
あ
っ
た
と
表
現
し
て
い
る
。

 

（
33
）

し
か
し
な
が
ら
生
巧
館
は
最
盛
期
を
過

ぎ
た
後
も
、
昭
和
二
、
三
年
頃
ま
で
は
存
続
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

 

（
34
）

そ
し
て
具
体
的
な
年
代
は
特
定
出
来
て
い
な
い
も
の
が
多
い
が
、

後
年
の
時
代
の
仕
事
も
ま
た
当
館
所
蔵
品
の
一
角
を
占
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

生
巧
館
は
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
、
合
田
の
転
居
に
伴
い
豊
多
摩
郡
渋
谷
町
に
工
房
を
移
し
て
い
る
。
馬
渕
は
自
身
が
入
門
し
た
明

治
三
六
年
頃
の
合
田
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
生
巧
館
へ
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
も
、
彫
刻
の
仕
事
は
も
う
な
さ
ら
れ
ず
、
専
ら
外
交
方
面
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
多
く
著
者
の
家
に
招
ば

れ
て
、
原
画
の
説
明
を
聴
か
れ
る
の
で
あ
る
。
（
略
）
合
田
先
生
な
ら
ば
、
著
者
の
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
よ
く
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
い
つ
も
著
者
か
ら
招
か
れ
る
の
で
あ
る
。
（
略
）
生
巧
館
へ
戻
っ
て
来
ら
れ
て
、
館
員
の
一
番
先
輩
で
年
長
者
に
、
原
画
の
説
明

を
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
先
輩
も
よ
く
心
得
て
い
る
の
で
、
著
者
の
思
う
と
こ
ろ
が
完
全
に
彫
ら
れ
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
生
巧
館
へ

依
頼
し
な
け
れ
ば
と
、
出
版
社
も
生
巧
館
を
信
用
し
て
任
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

 

（
35
）

」 

  

生
巧
館
の
活
動
は
徐
々
に
専
門
的
か
つ
写
真
で
は
表
せ
な
い
細
か
い
描
写
の
必
要
な
仕
事
に
比
重
を
傾
け
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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所
蔵
品
に
は
多
数
の
人
体
解
剖
図
や
植
物
の
組
織
図
、
金
属
製
品
の
図
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
が
お
そ
ら
く
後
期
の
仕
事
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
合
田
の
帰
国
以
前
か
ら
木
口
木
版
の
彫
師
と
し
て
活
動
し
て
い
た
芝
築
地
派
の
芝
築
地
三
郎
は
、
大
正
か
ら
昭
和

期
の
戦
時
中
ま
で
そ
の
仕
事
が
続
い
て
い
た
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
。

 

（
36
）

印
刷
業
と
し
て
の
木
口
木
版
の
仕
事
は
細
々
と
な
が
ら
も
継
続
し

て
お
り
、
当
館
所
蔵
品
は
そ
う
し
た
後
年
の
仕
事
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
時
期
の
清
刷
り
で
制
作
年
代
の
判
明
し
て
い
る
も
の
が
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
の
至
誠
堂
書
店
と
の
仕
事
で
あ
る
。
所
蔵
品

に
は
「
大
正
五
年
◯
月
」
あ
る
い
は
「
大
正
六
年
◯
月
」
「
入
金
済
」
「
支
払
済
」
と
紫
色
の
判
で
押
さ
れ
た
も
の
が
一
〇
〇
点
以
上
存
在

す
る
。
そ
し
て
こ
れ
と
同
様
の
判
で
「
大
正
五
年
四
月
七
日
」
「
入
金
済
」
と
押
印
さ
れ
た
至
誠
堂
編
集
部
か
ら
生
巧
館
に
宛
て
た
葉
書
も

所
蔵
さ
れ
て
い
る
た
め
、
押
印
の
あ
る
清
刷
り
は
至
誠
堂
書
店
と
の
仕
事
と
推
測
で
き
る
。
葉
書
に
は
「
井
上
英
和
辞
典
挿
絵
木
版
六
拾

弐
点
右
確
に
受
取
申
候
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
井
上
十
吉
著
『
井
上
英
和
中

辞
典
』（
至
誠
堂
書
店
、
大
正
五
年
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
本
書
に
は
辞
典
に

示
さ
れ
た
語
を
説
明
す
る
多
数
の
小
さ
な
挿
図
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
図
版
の
特
定
作
業

は
未
だ
進
行
中
で
あ
る
が
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
見
る
と
Ａ
〜
Ｆ
の
ペ
ー
ジ
ま
で
で
既

に
五
二
点
の
挿
図
が
清
刷
り
の
う
ち
に
確
認
で
き
る
。
清
刷
り
は
図
43
の
よ
う
に
一
枚
に

複
数
の
挿
図
が
並
ん
で
い
る
状
態
で
あ
り
、
挿
図
の
総
点
数
を
予
測
す
れ
ば
、
葉
書
に
あ

る
「
六
拾
弐
点
」
と
は
清
刷
り
の
枚
数
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
の
挿
図
は

ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
大
正
期
の
生
巧
館
の
仕
事
と
し
て
注
目
す
べ
き
作
例

と
い
え
よ
う
。
押
印
の
入
っ
た
清
刷
り
は
他
に
教
科
書
や
一
般
書
籍
に
掲
載
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
図
に
も
多
数
確
認
で
き
る
た
め
、
大
正
五
、
六
年
頃
の
至
誠
堂
書
店
の
出
版
物
に

 

図43 0057 
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つ
い
て
は
引
き
続
き
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

 
な
お
、
至
誠
堂
の
押
印
の
入
っ
た
紙
片
の
多
く
に
は
鉛
筆
や
ペ
ン
で
彫
刻
を
担
当
し
た
彫
師
の
名
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
が
確
認
で
き

る
。
た
と
え
ば
図
43
の
右
手
に
書
き
込
ま
れ
た
「
吉
」
は
吉
沢
六
朔
で
あ
ろ
う
。
別
の
紙
片
に
は
「
吉
沢
」
や
「
六
朔
」
の
書
き
込
み
も

複
数
確
認
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
「
菊
」
、「
志
」
、
「
渡
」
の
文
字
も
確
認
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
菊
地
武
嗣
、
志
津
順
哉
、
渡
辺
広
五
郎
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
ら
の
彫
師
は
大
正
五
、
六
年
に
は
ま
だ
生
巧
館
に
在
籍
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

  

木
口
木
版
は
明
治
期
の
出
版
物
に
親
し
ん
だ
者
な
ら
ば
、
意
識
せ
ず
と
も
挿
絵
や
表
紙
、
広
告
を
通
じ
て
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
刷
り
込
ま

れ
て
し
ま
う
ほ
ど
頻
出
す
る
複
製
技
術
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
広
範
な
イ
メ
ー
ジ
群
は
、
広
範
に
渡
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
ま
と
め
て
言
及

さ
れ
る
機
会
は
少
な
く
、
ま
た
概
観
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
当
館
の
作
品
群
は
、
日
本
に
お
け
る
木
口
木
版
の
中
心
的
な
機
関
で
あ
っ

た
生
巧
館
の
仕
事
を
、
美
麗
な
摺
り
で
ひ
と
ま
と
ま
り
に
閲
覧
で
き
る
類
例
の
な
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ
の
研
究
は
端
緒
に
つ
い

た
ば
か
り
で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
ま
か
な
性
格
を
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
当
館
所
蔵
品
が
有
す
る
生
巧
館
と

画
家
や
出
版
社
と
の
関
わ
り
、
彫
師
の
活
動
状
況
に
関
す
る
手
が
か
り
を
僅
か
な
が
ら
示
す
こ
と
が
出
来
た
。
今
後
も
基
礎
調
査
を
進
め

つ
つ
、
個
別
の
作
例
へ
の
考
察
を
深
め
る
こ
と
で
研
究
の
成
果
報
告
に
つ
な
げ
た
い
。 

 

謝
辞 

 

明
治
期
教
科
書
の
調
査
に
際
し
て
は
滋
賀
大
学
附
属
図
書
館
教
育
学
部
分
館
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
図
版
の
掲
載
に
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あ
た
っ
て
は
研
究
分
担
者
森
登
、
増
野
恵
子
の
協
力
に
依
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
〔
注
〕 

（
1
）
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
品
の
清
刷
り
に
つ
い
て
は
森
登
「
銅
・
石
版
画
万
華
鏡
九
四 

木
口
木
版
の
登
場
」
（
『
日
本
古
書
通
信
』

第
一
〇
三
一
号
、
平
成
二
七
年
六
月
）
を
参
照
。 

（
2
）
合
田
清
お
よ
び
生
巧
館
の
履
歴
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
「
合
田
清
君
ノ
肖
像
及
履
歴
」
『
印
刷
雑
誌
』
第
一
巻
第

二
号
、
印
刷
雑
誌
社
、
明
治
二
四
年
三
月
。
合
田
清
「
西
洋
木
版
思
ひ
出
話
」
『
ア
ト
リ
エ
』
第
五
巻
第
一
号
、
ア
ト
リ
エ
社
、

昭
和
三
年
一
月
。
合
田
清
「
昔
話
」
『
美
術
新
論
』
第
四
巻
第
一
二
号
、
美
術
新
論
社
、
昭
和
四
年
一
二
月
。
長
尾
一
平
編
『
山

本
芳
翠
』
、
昭
和
一
六
年
。
小
野
忠
重
「
木
口
木
版
年
代
記
（
一
）
〜
（
三
）
」
『
印
刷
界
』
日
本
印
刷
新
聞
社
、
昭
和
三
三
年
六

〜
八
月
。
馬
渕
録
太
郎
『
木
口
木
版
伝
来
と
余
談
』
昭
和
六
〇
年
。
丹
尾
安
典
「
近
代
の
彫
師
・
合
田
清
」
『
日
本
の
木
口
木
版

画 

明
治
か
ら
今
日
ま
で
』
板
橋
区
立
美
術
館
、
平
成
五
年
。
岩
切
信
一
郎
『
明
治
版
画
史
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
一
年
。 

（
3
）
岩
切
信
一
郎
「
生
巧
館
広
告
文
付
き
「
一
日
の
終
わ
り
」
（
エ
ミ
ー
ル
・
ア
ダ
ン
画
、
合
田
清
刻
）
の
発
見
」
『
一
寸
』
第
一
八
号
、

平
成
一
六
年
参
照
。 

（
4
）
前
掲
（
2
）
合
田
清
「
西
洋
木
版
思
ひ
出
話
」
参
照
。 

（
5
）
大
成
社
お
よ
び
合
田
帰
国
以
前
の
木
口
木
版
彫
師
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
松
岡
希
代
子
「
木
口
木
版
画
―
明
治

か
ら
今
日
ま
で
―
」
『
日
本
の
木
口
木
版
画 

明
治
か
ら
今
日
ま
で
』
板
橋
区
立
美
術
館
、
平
成
五
年
、
青
木
茂
「
木
口
木
版
の
い

ろ
い
ろ
」
『
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
紀
要
』
第
四
号
、
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
、
平
成
一
二
年
、
岩
切
信
一
郎
「
木
口

木
版
・
写
真
木
版 

●
故
矢
川
澄
子
さ
ん
に
捧
ぐ
」
『
一
寸
』
第
一
一
号
、
平
成
一
四
年
。 
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（
6
）《
独
逸
皇
帝
之
肖
像
》
に
つ
い
て
は
森
登
「
玄
々
堂
、
明
治
の
残
影
と
草
創
期
の
木
口
木
版
」
『
一
寸
』
第
二
三
号
（
平
成
一
七
年

七
月
）
を
参
照
。 

（
7
）
豊
原
又
男
『
佐
久
間
貞
一
小
伝
』
（
故
佐
久
間
貞
一
君
胸
像
建
設
事
務
所
、
明
治
三
七
年
）
、
一
二
三
頁
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。
「
時
に
文
部
省
は
編
輯
局
を
設
け
図
書
出
版
の
企
図
あ
り
し
を
以
て
、
氏
は
局
長
伊
澤
修
二
氏
に
請
ふ
て
、
文
部
省
出

版
の
図
書
に
、
西
洋
木
版
彫
刻
を
用
ひ
ら
れ
ん
こ
と
を
申
請
し
、
高
等
小
学
読
本
中
の
挿
画
に
応
用
す
る
の
認
諾
を
経
て
其
依
嘱

を
受
け
た
り
。
」 

（
8
）
『
朝
日
新
聞
社
史 
明
治
編
』
朝
日
新
聞
社
、
平
成
二
年
、
一
九
七
頁
。 

（
9
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
〇
七
六
号
、
明
治
二
一
年
七
月
一
〇
日
、
一
面
。 

（
10
）《
磐
梯
山
噴
火
真
図
》
に
つ
い
て
は
増
野
恵
子
「
明
治
期
の
災
害
画
像
を
考
え
る
―
メ
デ
ィ
ア
史
の
視
点
か
ら
―
」
『
年
報 

人
類

文
化
研
究
の
た
め
の
非
文
字
資
料
の
体
系
化
』
第
二
号
（
神
奈
川
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究
推
進
会
議
、
平
成
一

六
年
）
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。 

（
11
）
『
高
等
小
学
読
本
』
の
挿
絵
に
酷
似
し
た
図
は
三
点
見
つ
か
っ
て
い
る
が
（
作
品
番
号2

7
7
5
, B

-
0
4
1
8
, B

-
0
9
8
8

）
、
挿
絵
に
無
い

も
の
が
描
か
れ
て
い
た
り
細
部
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
後
年
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
12
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
二
二
〇
号
、
明
治
二
一
年
一
二
月
二
九
日
、
一
面
。 

（
13
）「
帝
国
議
会
仮
議
院
」
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
二
二
一
号
、
明
治
二
二
年
一
月
三
日
、
二
面
。 

（
14
）「
御
肖
像
附
録
」
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
六
号
、
明
治
二
四
年
五
月
一
四
日
、
一
面
。 

（
15
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
四
二
一
号
、
明
治
二
二
年
八
月
二
八
日
、
一
面
。 

（
16
）
薗
田
三
佐
雄
「
十
年
後
の
追
懐
」
『
原
田
先
生
記
念
帖
』
原
田
直
次
郎
氏
記
念
会
、
明
治
四
三
年
（
覆
刻
版
は
明
治
美
術
学
会
発
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行
、
平
成
二
七
年
）
四
四
―
四
六
頁
。 

（
17
）
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
四
三
四
号
、
明
治
二
二
年
九
月
一
二
日
、
一
面
。 

（
18
）「
惨
状
真
図
発
行
」
『
東
京
朝
日
新
聞
』
二
〇
八
四
号
、
明
治
二
四
年
一
一
月
一
一
日
、
一
面
。 

（
19
）
前
掲
（
2
）
馬
渕
録
太
郎
『
木
口
木
版
伝
来
と
余
談
』
、
一
一
―
一
三
頁
参
照
。 

（
20
）
小
永
井
と
生
巧
館
の
作
風
の
違
い
に
つ
い
て
は
前
掲
（
10
）
増
野
恵
子
「
明
治
期
の
災
害
画
像
を
考
え
る
」
に
て
詳
細
な
考
察

が
な
さ
れ
て
い
る
。 

（
21
）「
太
陽
揚
輝
の
美
術
家
」
『
太
陽
』
第
一
巻
第
一
号
、
博
文
館
、
明
治
二
七
年
一
二
月
。 

（
22
）
前
掲
（
2
）
馬
渕
録
太
郎
『
木
口
木
版
伝
来
と
余
談
』
、
一
三
二
頁
参
照
。 

（
23
）
石
井
柏
亭
「
中
村
不
折
小
伝
」
『
不
折
画
集
』
太
平
洋
美
術
学
校
刊
、
昭
和
一
四
年
、
六
頁
。 

（
24
）「
彫
り
師
、
版
画
家
略
歴
」
『
日
本
の
木
口
木
版
画
』
板
橋
区
立
美
術
館
、
平
成
五
年 

（
25
）
中
村
茉
貴
「
生
巧
館
に
つ
い
て
―
木
口
木
版
（
清
刷
）
の
初
出
と
款
記
」
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
調
査
研
究
成
果
報
告
会
、

平
成
二
八
年
三
月
一
日
）
配
布
資
料
参
照
。 

（
26
）
前
掲
（
2
）
馬
渕
録
太
郎
『
木
口
木
版
伝
来
と
余
談
』
、
八
〇
頁
、
前
掲
（
10
）
増
野
恵
子
「
明
治
期
の
災
害
画
像
を
考
え
る
」

参
照
。 

（
27
）
前
掲
（
25
）「
彫
り
師
、
版
画
家
略
歴
」
参
照
。 

（
28
）
『
万
国
地
理
初
歩
』（
学
海
指
針
社
発
行
、
明
治
二
六
年
）
の
挿
絵
に
「
天
葩
刀
」
の
サ
イ
ン
が
多
数
確
認
で
き
る
。 

（
29
）
前
掲
（
2
）
馬
渕
録
太
郎
『
木
口
木
版
伝
来
と
余
談
』
、
一
六
八
―
一
七
〇
頁
参
照
。 

（
30
）
坪
谷
善
四
郎
編
『
博
文
館
五
十
年
史
』（
博
文
館
、
昭
和
一
二
年
）
、
九
三
―
九
五
頁
参
照
。 
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（
31
）
『
小
国
民
』
に
つ
い
て
は
鳥
越
信
『
児
童
雑
誌
「
小
国
民
」
解
題
と
細
目
』（
風
間
書
房
、
平
成
一
三
年
）
を
参
照
し
た
。 

（
32
）「
中
天
狗
」
に
つ
い
て
は
『
広
告
の
親
玉
赤
天
狗
参
上 

明
治
の
た
ば
こ
王 

岩
谷
松
平
』（
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
、
平
成
一
八
年
）
、

「T
H

E
 H

A
W

K
 C

IG
A

R
E
T

T
E
S

」
「T

H
E
 T

O
K

A
I C

IG
A

R
E
T

T
E
S

」
に
つ
い
て
は
『
明
治
民
営
期
の
た
ば
こ
デ
ザ
イ
ン
』（
た
ば

こ
と
塩
の
博
物
館
、
平
成
一
六
年
）
を
参
照
し
た
。 

（
33
）
前
掲
（
2
）
小
野
忠
重
「
木
口
木
版
年
代
記
（
二
）
」
、
二
四
―
二
五
頁
参
照
。 

（
34
）
前
掲
（
2
）
丹
尾
安
典
「
近
代
の
彫
師
・
合
田
清
」
参
照
。 

（
35
）
前
掲
（
2
）
馬
渕
録
太
郎
『
木
口
木
版
伝
来
と
余
談
』
、
一
四
六
頁
。 

（
36
）
芝
築
地
三
郎
「
私
が
知
っ
て
い
る
限
り
の
日
本
の
西
洋
木
版
の
歴
史
」
『
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
紀
要
』
第
四
号
、（
町
田
市

立
国
際
版
画
美
術
館
、
平
成
一
二
年
）
参
照
。 
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